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二
五
年
前
、私
が
パ
リ
特
派
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
赴
任
し
た
時
、

欧
州
は
ソ
連
（
当
時
）
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
直
後
だ
っ

た
。「
牛
乳
を
飲
む
な
」「
雨
に
は
濡
れ
な
い
よ
う
に
」。
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
流
し
て
い
た
。

　

た
だ
、
人
々
に
は
「
社
会
主
義
体
制
の
硬
直
的
な
シ
ス
テ
ム
が
生

ん
だ
事
故
」「
ソ
連
な
ら
あ
り
得
る
こ
と
」
と
の
思
い
が
心
の
ど
こ

か
に
あ
っ
た
。
社
会
主
義
の
破
綻
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
意
味
で
、
福
島
第
一
原
発
が
世
界
に
与
え
た
心
理
的
衝
撃
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
よ
り
大
き
い
。
安
心
、
安
全
、
信
頼
の

代
名
詞
で
も
あ
っ
た
日
本
で
、
よ
も
や
の
事
故
だ
か
ら
だ
。

　
「
日
本
で
起
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
国
で
も
起
き
る
」
と
、

世
界
各
国
で
原
発
政
策
の
見
直
し
、
安
全
の
再
確
認
、
反
対
運
動
が

起
き
て
い
る
。
推
進
派
の
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
「
日
本
の
危
機
か
ら

教
訓
を
得
て
、安
全
を
確
か
に
す
る
」
と
不
安
の
鎮
静
化
に
必
死
だ
。

日
本
発
の
心
理
的
地
震
は
し
ば
ら
く
収
ま
り
そ
う
も
な
い
。

毎日新聞専門編集委員

西川恵

Cartoon says it all.

【
余
震
】
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マンガをみれば世界がわかる
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混
迷
す
る
リ
ビ
ア
情
勢
。
そ
も
そ
も
の
震
源
は
、
西
と
東
で
国
境

を
接
す
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
民
主
化
運
動
だ
っ
た
。

　

東
西
両
隣
り
の
国
が
民
主
化
さ
れ
る
と
、
自
ら
の
足
元
も
危
う
く

な
る
。
最
高
指
導
者
の
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
は
「
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
（
機

密
情
報
を
公
開
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
が
仕
掛
け
た
陰
謀
」
と
、
両

国
の
民
主
化
運
動
を
非
難
し
た
。

　

し
か
し
一
月
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ベ
ン
・
ア
リ
大
統
領
、
二
月
に
は

エ
ジ
プ
ト
の
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
と
、
大
佐
と
親
し
か
っ
た
指
導
者
た

ち
が
相
次
い
で
国
外
逃
亡
や
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

両
国
の
民
主
化
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
な
っ
て
、
大
佐
は
苦
境
に

陥
っ
た
。
四
二
年
に
わ
た
る
独
裁
に
倦
ん
だ
人
々
は
銃
を
と
っ
て
反

体
制
派
を
結
成
。
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
が
主
導
す
る
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
軍
も
空
爆
な
ど
で
カ
ダ
フ
ィ
政
権
へ
の
締
め
付
け

を
強
化
し
て
い
る
。

　

大
佐
や
親
族
が
ス
イ
ス
に
保
有
す
る
五
五
〇
億
円
と
い
わ
れ
る
金

融
資
産
も
凍
結
さ
れ
た
。
こ
の
漫
画
が
読
者
の
目
に
触
れ
る
こ
ろ
、

リ
ビ
ア
情
勢
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。 【

リ
ビ
ア
危
機
】
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